
生駒市立幼稚園及び小・中学校のあり方に関する基本的な考え方　市民説明会　アンケート結果

１　あなたご自身のことについて、お伺いします。
　性別 年齢

　住所地

その他の内訳

新生駒台 1

萩原町 1

壱分町 1

東山町 1

青山台 1

中菜畑 1

美鹿の台 1

西白庭台 1

あすか野 1

仲之町 1

喜里が丘 1

２　今回の説明会をどのようにしてお知りになりましたか。（複数回答可）
その他の内容（一部）
口コミ
近所の方から
学校からの手紙
市議会
市教育委員会会議

男

31
女

35

30歳代

14

40歳代

19

50歳代

2

60歳代

17

70歳以上

13

未回答

1

萩の台

27

小瀬町

5
東菜畑

4
俵口町

3

東松ヶ丘

2

東生駒

2

緑ヶ丘

2

東旭ヶ丘

2

山崎町

2
その他

11

市外

1

未回答

5

市広報

18

市HP

12 市SNS

1

市以外の

SNS

5

その他

31

未回答

7

1



３　基本的な考え方についての説明会はどうでしたか。

　

　
　

　

　
　

・とても分かりやすかった。丁寧にゆっくり説明いただいた。
・一般的なことばかりであった。親が常に考えているようなことばかりだった。
・国の基準4km以内をそのまま本市に適用するのは、少し乱暴な気がする。適切な交通手段も示されていない。
　安全面最優先でお願いしたい。
・資料を読んだだけと感じた。
・内容が飛び飛びで説明についていくのに大変だった。
・「基本的な考え方」＝こういう方向で廃園・統合していくつもりであるという冊子に思われた。
　合併以外の方法は検討したのか。
・ポイントをおさえて説明されていた。
・生駒南第二小学校の保護者、地域宛に文書が市長、教育長との連名で発出されていたが、連名であるなら、連名者が説明
　すべきでないか。教育委員会の出席も無かった。
・説明会開催の案内の仕方について、地域に回覧すべきではないか。
・時間が短かった。
・ざっくりとしたもっと丁寧な説明が欲しかった。
・統廃合ありきで話が進んでいる。望ましいというのが市にとって望ましいことになっている。子どもが不在になっている。
　幼稚園の話で大規模なところで課題はないと言っていたが、実態を知らないのではないか。幼児の年齢で大規模になって
　いいなどありえない。
・望ましい規模、望ましい配置の根拠がよく分からなかった。なばた、俵口に対して、定員に対して入園児が少ないという
　問題だけを取り上げ、定員が１２０人以上の園に詰め込まれていることに対し、望ましい規模と言えるのか。市として、問題
　意識はあるのか、ないのか、明確にされなかった。
・市として、本当に子どもたちを豊かに育てていこうという方向性が見えなかったのは残念である。
・小規模校を存続させる方向で是非考えてもらいたい。
・教育委員会当事者の話を聞けて良かった。
・幼小中一緒での説明は時間が少ない。地域懇談会の予定がはっきりしていないので、早急に計画、周知徹底願いたい。
・内容は良かったが、もっと若い方が多く参加してほしい。子育て世代の意見を聴くべき。
・学校規模・配置について、国の基準をそのまま本市にあてはめることが適正だとは考えにくい。「検討した結果」とあるが、
　何をどう検討したのか明確ではなく、説得力に欠ける。メリット・デメリットも漠然としており、特にデメリットは同じような
　内容をひねり出している感がある。
・国の指針、数字に基づく話ばかりだった。
・廃校しないための検討、施策の説明が不十分。
・スケジュール、予算はどうするのか。統合ありきの机上の空論ばかり。
・事実はこのまま。どう地元の方の意向を受け入れていくのか。
・説明では、今後の具体的な方向が今一つ分かりにくかった。
・資料が小さく、読みにくかった。パワーポイントをもっと活用して説明してほしかった。
・地域や教育を守るのだという気持ち・覇気が全く感じられない。パブリックコメントに寄せられた市民の声に
　答えているのかについて、弱い面がある。机上の論理にとらわれ、また、国の方を気にされるので、地域住民、保護者、
　教員の願いや声があまり入ってないものになっている。
・地域住民のニーズに寄り添っていない。行政努力の考え方がまったく伝わってこない。
・学校のあり方は、規模などの問題だけでなく、教員の問題、その内容の問題、子どもが主人公になっているかなど
　多くの課題がある。その中で考えたかった。

良かった

8

まあまあ

良かった

16

あまり良

くなかっ

た

16

良くな

かった

16

未回答

10

2



４　配布資料はどうでしたか。

・再編ありきの目線で作っているように感じる。
・とても分かりやすく、数値化されており、見やすかった。
・これまでに出た質問事項、回答例を付けてほしい。
・市の主張する（したい）意見のみで、どこまで互いに歩み寄れているのか、どこが問題のポイントなのか、細かいところまでか
かれていない。パブリックコメントはどうなっているのか、細かくご回答いただかないと話し合えない。資料として不十分。
・もっと具体的な計数、論理的数値、根拠が知りたい。
・まったく参考にならない。
・事実はこう。どう地元の方の方向性を聞き、良い方向に向かうようにするか考えてほしい。
・机上の空論にとらわれ、国の方を気にされるので、地域住民、保護者、教員の願いや声を入っているか疑問である。望ましい
学校規模は教育効果とは関係があるものではない。（大学の先生も言っている。）また質問にあったように人口減少の根拠に
問題があり、しっかりと調査してください。
・推計の根拠が漠然として分からない。
・補足資料をなぜ配布しなかったのか。
・協議会の進め方について、学校再編のみを進めると読める。統合及び小規模校については議論が必要。
・行政として、経費節減のための施策の資料と思われるので、教育委員会名ではなく、市役所名とすべき。
・きれいごとに終始しているように見える。
・あくまでも子どもたちに対してより良い教育環境を整備していくために行うを信じる。１１ページの７についても、ともに考え
ていければと思う。
・考え方は理解できた。
・パブコメ等、市民からの声の記載や、市民の意見の反映が少ない。１０ページの６　魅力的な学校づくりの中に、小規模を活か
した教育の記載がない。二小存続の文言のウエイトが少なく、小中一貫が多く、「これから議論していくこと」とは言え、偏った
資料だという印象。教育委員の意見で始めより良いとは思うが、存続・再編が５０対５０の印象はない。「地域協議会」以降に丸
投げの感が強い。「市」としての考え方なので、逃げないでほしい。
・説明を聞いて見ると、頭に入ってきた。
・データだけ表示しても統廃合の対象だと決定される学校はそれだけでは分からなかった。
・統廃合ありきの資料になっている。どうして小規模だったらいけないのかまったく分からない。いきなり数字を示されても、
こちらには本当の資料、数字が分からない。
・望ましい規模の説明なのに、各幼稚園の規模（定員と今年度の入園児数）等の資料は示されていなかったため、市の説明も
理解しづらかった。保育・教育については、量の問題と質の問題が共に保障されなければいけないと思う。市民、保護者のニー
ズとしても大きいし、何より子どもたちにとっては大きな問題です。それなのに、質の問題が、取り上げられていなかったこと
が残念です。もっと、保育・教育の質に目を向けてほしいし、その点の記述がなかった。

良かった

13

まあまあ

良かった

15
あまり良

くなかっ

た

14

良くな

かった

11

未回答

12

3



 

 

 



５
　
説
明
会
の
全
体
的

な
感
想

を
お
書

き
く
だ

さ
い
。

意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

奈
良
県
下

や
大
阪
府
下

な
ど
で
も
、
学
童

や
こ
ど
も
園

で
民
営
化
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化

が
な
さ
れ
て
い

る
。
け
れ
ど
も
、

そ
の

こ
と
に
よ
り
課
題

は
解
消

さ
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
員
整

理
や
雇

い
止

め
の

問
題

が
生

じ
て
い

る
と

い
う
こ
と
を
聞
い

た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
辺

を
明
確

に
検
討

す
る
必
要
が

あ
る
と
考

え
る
。

基
本

的
な
考

え
方

に
お
き
ま
し
て
、
再

編
後

の
こ
ど
も
園

の
民

営
化

に
つ
い

て
、
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
決

定
し

た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼

稚
園

を
こ
ど
も
園

と
し
た
場

合
、
複

数
担

任
制

の
導

入
や
0
才

～
2
才

の
受

け
入

れ
に

よ
り
、
必

要
と
な
る
職

員
数

は
減

少
し
な
い

と
見

込
ん
で
い

ま
す
。

発
達
障
害

を
持

つ
子

ど
も
が
い

ま
す
。
来
年

か
ら
幼
稚
園

に
入
園

し
た
く
、
色

ん
な
園

を
回

り
ま
し
た
が

、
受

け
入

れ
を
断

ら
れ
ま
し
た
。
児
童
数
が
減

っ
て
い

る
と
い

う
割

に
受

け
い

れ
て
も
ら
え
な
い

子
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の

か
。

看
護
師

さ
ん
の
い

る
保
育
園

を
進

め
ら
れ
、
そ
れ
で
も
絶
対
入

れ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

。
そ
の

よ
う
な
子

に
対

す
る
説
明

を
い

た
だ

き
た
い
。
加
配
が
必
要

な
子

ど
も
は
担

任
・
副

担
任

だ
け
で
は
、
見

る
こ
と

が
で
き
な
く
て
、
加
配

を
つ
け
る
と
思

う
。
ど
ん
ど
ん
人
数

を
増

や
す
と
い

う
こ
と
は
、
も
っ
と
も
っ
と
子

ど
も
の

こ
と
を
よ
く
見

て
も
ら
え
な
い

ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い

う
不
安

し
か
な
い
。

加
配

職
員

に
つ
い

て
は
、
園
児

数
の

多
い

、
少

な
い

に
関

わ
ら
ず
、
園

児
に
と
っ
て
よ
り
良

い
環

境
と
な
る
よ
う
加

配
が

必
要

な
園

児
の

ク
ラ
ス
に
配

置
し
て
い

ま
す
。

ご
質

問
者

の
お
子

さ
ま
の

入
園

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一

緒
に
考

え
て
ま
い

り
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
ど

も
課

ま
で
ご
連

絡
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

い
つ
ど
う
な
る
の

か
を
知

り
た
い
。
こ
れ
か
ら
地
域

と
話

し
合

っ
て
決

め
て
い

く
と
い

う
こ
と
だ

が
、
な
ば
な
幼

稚
園

が
無

く
な
る
と
い

う
こ
と
だ

け
で
、
入
園
希
望
者
が
減

る
の

で
は
な
い

か
心

配
で
あ
る
。

現
時

点
で
は
再

編
の

時
期

は
未

定
で
す
。
再

編
に
つ
い

て
保

護
者

や
地

域
住

民
と
の

合
意

形
成

が
図

ら
れ
た
時

点
で
、
対

象
と
な
る
幼

稚
園

に
在

籍
し
て
い

る
園

児
に
つ
い

て
は
、
在

籍
す
る
幼

稚
園

で
卒

園
で
き
る
よ
う
な
対

応
が

必
要

と
考

え
て
い

ま
す
（
「
基

本
的

な
考

え
方

」
６
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
、
再

編
の

時
期

に
入

園
す
る
未

就
園

児
の

保
護

者
に
対

し
て
も
、
周

知
を
図

る
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

な
ば
た
幼
稚
園

は
自
然

も
あ
り
、
保
育
環
境

・
学
び

に
と
て
も
良
い

と
思

う
。
子

ど
も
た
ち
も
の

び
の

び
と
小

規
模

に
満
足

し
て
い

る
と
思

う
。
来
年
幼
稚
園

に
入
園

を
予
定

し
て
い

る
が
、
再

編
が

在
園

中
に
行

わ
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
い

う
不
安

し
か
な
い
。
初

め
て
の
集
団
生
活
が
始

ま
り
、
１
年
後
幼

稚
園

が
変

わ
っ
た
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
も
負

担
に
な
り
、
や
っ
と
慣

れ
て
き
た
通
園
が

ま
た
変

わ
り
、
通
園

に
つ
い

て
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の

か
。

市
に
は
、
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
の

こ
と
を
考

え
て
い

た
だ

き
た
い
。
子

育
て
支

援
に
力

を
入

れ
て
い

る
と
い

う
の

で
あ
れ
ば
、
も
う
少

し
子

ど
も
の

こ
と
を
考

え
て
も
ら
い

た
い
。

待
機
児
童
が
い

る
か
ら
保
育

園
が
必
要

な
の

は
分

か
る
が
、
そ
れ
で
あ
れ

ば
今

あ
る
幼

稚
園

に
こ
ど
も
園

は
考

え
ら

れ
な
い
の

か
。
保
護
者

や
住
民

の
意
見

を
必

ず
聞
い

て
い

た
だ

き
た
い

。
新

型
コ
ロ
ナ
の

こ
と
も
あ
り
、
説

明
会

等
に
参
加

す
る
こ
と
は
難

し
い

と
考

え
ら
れ
る
の

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
求

め
る
。

在
園

児
や
今

後
入

園
予

定
の

未
就

園
児

の
保

護
者

へ
の

ご
意

見
を
聞

く
場

が
必

要
で
あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。
ま

た
、
再

編
が

決
定

し
た
際

に
は
、
周

知
と
説

明
が

必
要

と
考

え
て
い

ま
す
。

市
教

育
委

員
会

の
考

え
方

を
お
示

し
し
、
園

児
に
と
っ
て
よ
り
良

い
保

育
環

境
を
提

供
す
る
こ
と
を
最

重
要

事
項

と
位

置
づ

け
、
再

編
に
つ
い

て
保

護
者

、
地

域
と
共

に
慎

重
に
協

議
を
重

ね
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

現
在

の
幼

稚
園

で
の

こ
ど
も
園

化
に
つ
い

て
、
あ
り
方

検
討

委
員

会
で
評

価
さ
れ
た
適

正
配

置
の

観
点

で
は
難

し
い

と
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
で
も
協

議
さ
れ
る
こ
と
と
考

え
て
い

ま
す
。

こ
の

こ
と
か
ら
、
保

護
者

や
地

域
の

方
の

ご
意

見
を
聞

く
た
め
の

「
意

見
交

換
会

」
や
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
を
設

け
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

に
つ
い

て
も
、
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
の

中
で
協

議
い

た
だ

く
こ
と

と
考

え
て
い

ま
す
。

な
ば
た
幼
稚
園
の
地
域
の
方

か
ら
、
「
廃
園

に
し
な
い

で
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が

た
く
さ
ん
聞

か
れ
た
こ
と
に
、
改

め
て

地
域

に
愛

さ
れ
て
い

る
園
だ

な
と
感

じ
た
。
こ
こ
ま
で
地
域
の
方

に
愛

さ
れ
て
い

る
市

立
幼

稚
園

を
一

度
統

廃
合

す
る
利
点
が
本
当

に
あ
る
の

か
と
思

っ
た
。

な
ば
た
幼
稚
園
の
立
地
の

ま
ま
で
、
子

ど
も
が
通
園

で
き
る
環
境

を
望

む
。
壱

分
幼

稚
園

の
場

所
だ

と
、
子

ど
も
を

徒
歩
通
園

さ
せ
て
体
力

を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
だ

と
思

う
。
幼

小
連

携
も
不

可
能

に
な
っ
て
し
ま
う
と
思

う
。

市
立

幼
稚

園
は
地

域
の

方
と
の

つ
な
が

り
を
大

切
に
し
、
地

域
の

方
々

の
ご
協

力
に
よ
り
、
よ
り
豊

か
な
園

運
営

を
行

う
こ
と
が

で
き
て
い

ま
す
。
再

編
は
、
今

後
の

園
児

数
の

推
移

や
保

育
ニ
ー
ズ
を
考

慮
し
必

要
と
考

え
て
い

ま
す

が
、
再

編
の

検
討

を
進

め
る
際

に
は
、
園

が
地

域
と
と
も
に
子

育
て
を
す
る
場

で
あ
る
こ
と
に
配

慮
し
つ
つ
、
そ
の

つ
な
が

り
が

継
続

さ
れ
る
よ
う
努

め
る
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

徒
歩

通
園

に
よ
る
体

力
向

上
と
い

う
面

で
は
、
お
住

ま
い

の
場

所
に
よ
っ
て
は
難

し
い

場
合

も
生

じ
る
か
と
思

い
ま

す
が

、
現

在
も
徒

歩
通

園
が

困
難

な
ご
家

庭
で
は
通

園
バ
ス
を
ご
利

用
い

た
だ

い
て
い

ま
す
。
再

編
に
よ
る
園

児
の

通
園

の
負

担
に
つ
い

て
は
、
通

園
バ
ス
の

運
行

区
域

の
拡

大
や
こ
ど
も
園

化
に
際

し
て
は
送

迎
の

た
め
の

駐
車

ス
ペ
ー
ス
の

確
保

な
ど
軽

減
を
図

る
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
幼

小
連

携
に
つ
い

て
は
、
現

在
、
小

学
校

区
内

の
就

学
前

施
設

に
限

定
す
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
い

る
保

幼
小

接
続

事
業

を
継

続
し
つ
つ
、
更

な
る
充

実
を
図

る
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

・
「
園
児
数
が
少

な
い
園

を
再
編

し
、
こ
ど
も
園
化

す
る
こ
と
に
よ
り
園
児

、
先

生
を
充

実
さ
せ
る
」
こ
と
に
か
か
る
予

算
を
「
今

あ
る
園

を
改
修

し
、
給
食

な
ど
、
こ
ど
も
園
化

し
た
生
駒
幼
稚

園
な
ど
の

利
点

を
ど
の

園
も
平

等
に
受

け
ら

れ
る
よ
う
に
し
、
隣
の
地
区

へ
越
境

し
て
通

う
園

を
呼
び
戻

す
」
こ
と
に
予

算
を
使

え
な
い

の
か
。

・
こ
ど
も
園
の

ニ
ー
ズ
が
増

え
て
い

る
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
近

く
の

公
立

幼
稚

園
を
再

編
し
て
、
こ
ど
も
園

に
す

る
の

で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る
近
隣
の

ソ
フ
ィ
ア
こ
ど
も
園

と
な
ば
た
こ
ど
も
園

を
合

併
し
、
公

・
民

を
超

え
た
活

用
は
で
き
な
い

も
の

か
。

・
市

立
幼

稚
園

の
園

児
数

の
減

少
は
、
少

子
化

や
就

労
家

庭
の

増
加

と
い

う
社

会
環

境
の

変
化

が
大

き
く
影

響
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
あ
り
方

検
討

委
員

会
の

答
申

で
示

さ
れ
て
い

る
よ
う
に
今

後
も
続

く
と
考

え
て
い

ま
す
。
こ
の

こ
と

か
ら
、
現

在
の

幼
稚

園
で
の

こ
ど
も
園

化
に
つ
い

て
は
、
あ
り
方

検
討

委
員

会
で
評

価
さ
れ
た
適

正
配

置
の

観
点

で
は
難

し
い

と
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
が

、
今

後
、
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
で
も
協

議
さ
れ
る
こ
と
と
考

え
て
い

ま
す
。

・
ソ
フ
ィ
ア
こ
ど
も
園

と
な
ば
た
幼

稚
園

を
統

合
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
給

食
室

や
送

迎
用

駐
車

場
の

整
備

な
ど
課

題
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。
運

営
に
向

け
て
は
、
今

後
十

分
な
協

議
、
検

討
が

必
要

と
考

え
て
い

ま
す
。

市
在
住
の
対
象
世
代
の

う
ち
、
市
立
幼
稚
園

・
保
育
園

に
通
園

し
て
い

る
子

ど
も
の

割
合

は
ど
の

程
度

な
の

か
。
南

幼
稚
園
が

こ
ど
も
園
化

す
る
と
な
っ
た
際

に
、
私
立
幼
稚
園

を
選
択

し
た
子

ど
も
が

多
か
っ
た
の

で
は
な
い

か
。
（
こ

ど
も
園

は
応
能
負
担
の

た
め
）
保
育
園
の

ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い

る
=
保

育
園

に
通

い
た
い

で
は
な
い

。
手

ご
ろ
な

価
格

で
延
長
保
育
の

サ
ー
ビ
ス
が

あ
れ
ば
幼
稚
園

を
選
択

す
る
家
庭

も
増

え
る
と
思

う
。

対
象

世
代

の
正

確
な
数

字
の

把
握

は
難

し
い

で
す
が

、
市

立
幼

稚
園

に
つ
い

て
は
全

体
の

３
割

弱
、
保

育
所

に
つ
い

て
は
５
割

弱
が

通
園

し
て
い

る
も
の

と
考

え
て
い

ま
す
。

南
こ
ど
も
園

が
で
き
る
前

か
ら
、
近

隣
市

町
の

私
立

幼
稚

園
を
選

択
さ
れ
る
方

が
一

定
数

お
ら
れ
る
こ
と
は
把

握
し

て
お
り
ま
す
が

、
こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
市

立
幼

稚
園

の
役

割
を
果

た
し
つ
つ
、
預

か
り
保

育
の

拡
充

や
保

幼
小

接
続

事
業

の
取

組
を
進

め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
小
学
校
入
学

へ
つ
な
が

る
よ
う
校
区

を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
な
い

で
も
ら
い

た
い

。
東

小
に
行

く
地

域
の

中
で
保
育

を
し
て
も
ら
い

た
い
。
隣
の
校
区

と
合
同

に
な
れ
ば
、
通
園
が

遠
距

離
に
な
る
。
乳

幼
児

を
連

れ
て
、
園

児
と

手
を
つ
な
い

で
歩

け
る
距
離

で
通
園

し
た
い
。

統
合

や
こ
ど
も
園

化
を
行

っ
て
も
、
地

域
の

子
ど
も
も
通

園
す
る
こ
と
か
ら
、
地

域
と
の

連
携

は
必

要
で
あ
り
、
地

域
の

ご
協

力
を
い

た
だ

く
努

力
や
取

組
は
引

き
続

き
必

要
と
考

え
て
い

ま
す
。

通
園

に
つ
い

て
は
、
ご
自

宅
の

位
置

に
よ
っ
て
は
徒

歩
に
よ
る
通

園
は
困

難
に
な
る
場

合
も
考

え
ら
れ
ま
す
が

、
通

園
バ
ス
の

運
行

区
域

の
拡

大
や
こ
ど
も
園

化
に
際

し
て
は
送

迎
の

た
め
の

駐
車

ス
ペ
ー
ス
の

確
保

な
ど
軽

減
を
図

る
対

応
を
考

え
て
い

く
と
に
な
り
ま
す
。

・
色
々

と
聞

き
た
い

こ
と
が

あ
っ
た
が
、
大
勢
の
中

で
細

か
い

と
こ
ろ
を
質

問
で
き
な
い

よ
う
に
感

じ
た
。

・
保
幼
小
の
連
携

を
考

え
る
と
、
小
区

に
幼
稚
園
が

あ
る
こ
と
は
重
要

な
の

で
は
な
い

か
と
思

う
。
な
ば
た
幼

か
ら
徒

歩
2
k
m
に
壱
分
幼
稚
園
が

あ
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
園
区
の
端

か
ら
の

距
離

も
考

え
て
も
ら
い

た
い

。
保

育
ニ
ー
ズ

の
高

ま
り
は
分

か
る
が
、
色

ん
な
考

え
の
人
が
子
育

て
で
き
る
環
境
が

子
育

て
し
や
す
い

ま
ち
な
の

で
は
な
い

か
。

就
労
関
係

な
く
小
区
内
の

こ
ど
も
園

に
通

え
る
の
が
理
想

で
は
な
い

か
。
私

立
に
流

れ
て
い

る
幼

稚
園

ニ
ー
ズ
を
公

立
に
向

か
う
手
立

て
を
講

じ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の

か
。

・
市

民
説

明
会

で
は
時

間
の
制

約
も
あ
り
、
ま
た
質

問
し
辛

い
雰

囲
気

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

後
は
、
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
を
設

置
し
、
保

護
者

や
地

域
の

皆
様

と
慎

重
に
協

議
を
重

ね
な
が

ら
検

討
し
て
い

き
ま
す
。
な

お
、
「
（
仮

称
）
地

域
協

議
会

」
は
、
公

開
で
開

催
い

た
し
ま
す
。

・
保

幼
小

連
携

に
つ
い

て
は
、
連

携
す
る
小

学
校

が
近

隣
に
あ
る
こ
と
が

利
点

の
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

、
現

在
、

小
学

校
区

内
の

就
学

前
施

設
に
限

定
す
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
い

る
保

幼
小

接
続

事
業

を
継

続
し
つ
つ
、
更

な
る
充

実
を
図

る
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。
な
ば
た
幼

稚
園

と
壱

分
幼

稚
園

の
距

離
で
す
が

、
ご
自

宅
の

位
置

に
よ
っ
て
は
徒

歩
に
よ
る
通

園
は
困

難
に
な
る
場

合
も
考

え
ら
れ
ま
す
が

、
通

園
バ
ス
の

運
行

区
域

の
拡

大
や
こ
ど
も

園
化

に
際

し
て
は
送

迎
の

た
め
の

駐
車

ス
ペ
ー
ス
の

確
保

な
ど
軽

減
を
図

る
対

応
を
考

え
て
い

く
と
に
な
り
ま
す
。

多
様

な
子

育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
こ
ど
も
園

で
す
が

、
そ
れ
ぞ

れ
の

幼
稚

園
の

こ
ど
も
園

化
に
つ
い

て
は
、
あ

り
方

検
討

委
員

会
で
評

価
さ
れ
た
適

正
配

置
の

観
点

か
ら
難

し
い

と
考

え
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
今

後
、
「
（
仮

称
）

地
域

協
議

会
」
で
も
協

議
さ
れ
る
こ
と
と
考

え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
私

立
に
流

れ
て
い

る
幼

稚
園

ニ
ー
ズ
を
公

立
に
向

か
う
手

立
て
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
果

た
し
て
き
た
市

立
幼

稚
園

の
役

割
を
果

た
し
つ
つ
、
預

か
り
保

育
の

拡
充

や
保

幼
小

接
続

事
業

の
取

組
を
進

め
て
い

ま
す
が

、
公

立
、
私

立
そ
れ
ぞ

れ
の

役
割

や
特

徴
を
示

し
、
共

に
地

域
の

幼
児

教
育

を
担

う
者

と
し
て
、
連

携
を
図

っ
て
ま
い

り
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

民
間
任

せ
の
姿
勢
の
疑
問

で
あ
る
。
市

は
公
の
責
任

を
ど
の

よ
う
に
認

識
し
て
い

る
の

か
。
特

に
未

来
を
担

う
子

ど
も
た
ち
の
保
育
、
教
育

を
保
障

す
る
責
任

は
国

と
自
治
体
が
果

た
す
べ

き
で
あ
る
。

①
様
々

な
家
庭
背
景

を
持

っ
て
、
様
々

な
育

ち
を
す
る
一
人
一
人
の
子

ど
も
た
ち
へ
の

発
達

を
保

障
す
る
こ
と
。

②
園
児
だ

け
で
な
く
、
そ
の
背
景

に
あ
る
家
庭
支
援

も
大
切

な
役
割

で
あ
る
。

③
入
園

し
て
い

な
い
地
域

に
住

む
親
子

に
対

す
る
地
域
子
育

て
支
援

も
求

め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
だ

け
の

役
割

を
果

た
す
た
め
に
は
、
高
い
専
門
性

や
長
年
の
積

み
重

ね
が
保
育
士
、
教
師

に
求

め
ら
れ
て
い

る
。
地

域
や
自

治
体

の
保

育
・
教
育
の
質

を
高

め
、
水
準

を
良

く
し
て
い

く
責
任

を
果

た
せ
る
の

が
”
公

”
で
あ
る
。
民

間
任

せ
の

よ
う
な
方

向
は

止
め
て
い

た
だ

き
た
い
。
公
立
幼
稚
園

を
今
以
上
減

ら
し
て
は
い

け
な
い

と
思

う
。

今
後

、
少

子
高

齢
化

が
更

に
進

む
こ
と
と
な
れ
ば
、
持

続
可

能
な
行

財
政

運
営

を
行

う
に
は
公

の
領

域
を
精

査
し
、

あ
ら
ゆ
る
施

策
に
つ
い

て
、
民

間
の

力
を
活

用
す
る
方

向
性

も
視

野
に
入

れ
て
お
く
必

要
は
あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

こ
ど
も
園

化
に
向

け
た
取

組
に
つ
い

て
も
同

様
で
あ
り
ま
す
が

、
そ
の

際
に
は
、
子

ど
も
・
子

育
て
支

援
制

度
に
則

っ
た
運

営
を
行

う
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
市

の
関

わ
り
は
必

要
と
な
り
ま
す
。

現
在

も
公

私
が

連
携

を
密

に
し
園

長
会

や
研

修
会

を
実

施
し
、
情

報
共

有
や
質

の
向

上
に
努

め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
園

化
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
子

育
て
支

援
事

業
へ
の

取
組

が
必

須
と
な
り
、
地

域
に
も
貢

献
で
き
る

と
考

え
て
い

ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

大
規
模
の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
課
題

は
な
い
の

か
調
査

し
て
ほ
し
い

。
大
規
模
園

で
の
年
間
行
事

（
運
動
会
、
入
園
式
、
卒
園
式
等

）
や
避
難
訓

練
等

は
ど
の

よ
う
に
取

り
組

ま
れ
て
い

る
の

か
。
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
職

員
に
対

し
、
大

き
な
負
担

を
強
い

て
い

な
い

の
か
。
ぜ

ひ
、
聞

き
取

り
や
調

査
研

究
を
行

っ
て
ほ
し
い
。
日
常
生
活
の
中

で
課
題

は
な
い
の

か
、
安
全
性

に
問

題
や
課

題
は
な
い

の
か
調

査
し
て
ほ
し

い
。

大
規

模
の

定
義

は
難

し
い

で
す
が

、
施

設
の

定
員

を
上

回
っ
て
い

る
幼

稚
園

は
あ
り
ま
せ
ん
。

比
較

的
園

児
数

が
多

い
園

で
は
、
職

員
数

も
多

く
な
る
た
め
、
担

任
以

外
の

職
員

も
避

難
訓

練
や
行

事
に
つ
い

て
役

割
分

担
を
行

い
、
進

め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今

年
度

、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い

て
運

動
会

等
の

行
事

つ
い

て
は
、
入

れ
替

え
制

を
取

り
入

れ
、
密

に
な
ら
な
い

工
夫

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新

し
い

生
活

様
式

を
取

り
入

れ
る
中

で
も
、

今
後

活
か
せ
る
こ
と
が

多
く
あ
る
と
現

場
職

員
か
ら
は
聞

い
て
お
り
ま
す
。
園

児
の

安
心

・
安

全
は
今

後
も
最

重
要

課
題

と
し
て
取

り
組

ん
で
ま
い

り
ま
す
。

・
な
ば
た
幼

で
１
０
，
６
４
８
千
円
、
壱
分
幼

で
６
，
９
７
５
千
円

と
な
っ
て
い

る
が

こ
ど
も
園

化
し
た
場

合
の

コ
ス
ト
比

較
を
知

り
た
い
。

・
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
問
題
が

あ
っ
た
の

で
は
な
い

か
。
本
日
の
説

明
会

は
統

合
反

対
者

の
参

加
が

大
多

数
で
あ

る
が
、
統
合
賛
成
者

は
ゼ
ロ
な
の

か
。

・
南

こ
ど
も
園

の
平

成
３
０
年

度
実

績
と
な
り
ま
す
が

、
約

1
5
,8

0
0
千

円
で
す
。

こ
れ
は
、
０
か
ら
２
歳

児
ま
で
を
受

け
入

れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
夏

休
み
な
ど
の

長
期

休
業

が
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、

幼
稚

園
と
比

較
す
る
と
、
光

熱
水

費
や
消

耗
品

費
な
ど
の

経
費

が
大

き
く
な
り
ま
す
。

・
統

合
賛

成
者

に
つ
い

て
、
現
在

の
と
こ
ろ
把

握
し
て
い

ま
せ
ん
。

・
兄
弟

で
幼
稚
園
が
分

か
れ
る
と
な
る
と
保
護
者

も
大
変

で
あ
る
。
俵
口

幼
、
俵

口
小

で
あ
れ
ば
、
近

く
の

た
め
便

利
で
あ
る
が
、
下
が
生
駒
台
幼

と
な
る
と
大
変

で
あ
る
。

・
生
駒
台
幼

は
運
動
場
が
小

さ
い

た
め
、
運
動
会
等

は
生
駒
台
小
の
運

動
場

を
使

っ
て
い

る
の

が
現

実
で
あ
る
の

に
、
俵
口
幼

と
統
合

し
て
も
良
い
の

か
。

・
再

編
後

の
参

観
な
ど
の

行
事

に
つ
い

て
は
、
小

学
校

と
幼

稚
園

に
お
け
る
調

整
が

必
要

に
な
る
と
考

え
ま
す
。

・
今

後
の

園
児

数
の

推
計

な
ど
に
よ
り
、
施

設
と
し
て
は
定

員
以

内
で
の

対
応

が
可

能
と
考

え
て
い

ま
す
。

現
在
、
子

ど
も
が
小
学

２
年
生

で
す
が
、
昨
年
度

は
生
駒
市

な
ら
で
は
の

１
ク
ラ
ス
少

人
数

学
級

で
２
８
～

２
９
人

で
学
ぶ

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先

生
か
ら
は
、
手
厚

く
フ
ォ
ロ
ー
を
い

た
だ

き
、
大

切
な
小

学
校

入
学

一
年

間
を
過

ご
す

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私

た
ち
親

も
安
心

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
説
明

会
は
、
学

校
の

数
や
形

態
に
つ
い

て
で
し
た

が
、
そ
こ
に
は
、
先
生
方
の
質
の
良

さ
も
加

わ
っ
て
、
初

め
て
子

ど
も
に
と
っ
て
良

い
環

境
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
先
生
方
の
質

や
数

に
つ
い

て
も
、
生
駒
市
の
子

ど
も
に
と
っ
て
良

い
状

態
に
し
て
い

た
だ

き
た
い

で
す
。

生
駒
市

で
子
育

て
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
幸

せ
で
あ
る
。
他
市

の
話

を
聞

い
て
も
、
と
て
も
恵

ま
れ
て
い

る
と

思
う
。

※
今
回
の
説
明
会

で
す
が
、
広
報
紙

で
偶
然
知

り
ま
し
た
。
学
校
の
配

布
物

で
案

内
す
る
と
、
実

際
に
お
子

さ
ん
の

い
る
保
護
者
の
方

も
興
味

を
持

た
れ
る
と
思

う
。

よ
り
良

い
教

育
環

境
を
実

現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ご
意

見
の

と
お
り
教

職
員

の
質

・
数

も
重

要
で
あ
る
と
考

え
て

い
ま
す
。
質

に
つ
い

て
は
、
県

教
委

主
催

の
研

修
会

だ
け
で
な
く
、
市

教
委

主
催

の
研

修
会

も
実

施
し
、
教

職
員

の
能

力
向

上
に
努

め
て
い

ま
す
。
数

に
つ
い

て
、
教

員
数

に
つ
い

て
は
県

教
委

に
お
い

て
配

置
基

準
を
定

め
、
そ
れ
に
基

づ
き
配

置
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市

独
自

で
小

学
１
年

生
の

３
０
人

程
度

学
級

を
実

施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
教

員
の

負
担

軽
減

の
た
め
に
一

部
の
学

校
に
お
い

て
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の

配
置

な
ど
に
取

り
組

ん
で
い

ま
す
。

今
後

も
引

き
続

き
、
子

ど
も
た
ち
の

教
育

環
境

の
充

実
に
努

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理

解
お

願
い

し
ま
す
。

今
回

の
説

明
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

本
的

な
考

え
方

で
再

編
の

対
象

と
な
り
ま
し
た
保

護
者

の
皆

さ
ま
に
つ
い

て
は
、
市

長
と
教

育
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配

布
さ
せ
て
い

た
だ

き
、
市

民
説

明
会

に
つ
い

て
も
周

知
さ
せ
て
い

た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
広

く
市

民
の

皆
様

に
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

小
中
学
校
の
統
合

に
つ
い

て
、
地
域

に
き
ち
ん
と
説
明

し
、
丁
寧

に
対

応
し
て
い

た
だ

い
て
い

る
よ
う
に
思

え
た
。
ど

う
に
か
何

と
し
て
で
も
、
南
第
二
小
学
校

を
存
続

し
て
も
ら
い

た
い
。

市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
数

及
び
学
級
数
推
計

は
世
代
交
代

や
小
平
尾

バ
イ
パ

ス
の

完
成

等
を
加

味
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
の

で
は
な
い

か
。
前
向

き
な
推
計

も
示

し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
の

社
会

を
担

う
子

ど
も
た
ち
に
は
お
金

を
か
け
る
べ

き
。
財
政
対
策

は
も
っ
と
他
の
部
分

で
で
き
な
い

か
。

世
界
的

に
見

て
も
、
日
本

は
学
級
数
が
多

く
、
昨
今
の
時
代
の
変
化
、
こ
れ
か
ら
の

時
代

の
変

化
に
も
対

応
可

能
な

学
校
活
動

は
、
少
人
数
学
級

な
ら
で
は
だ

と
思

う
。

生
駒
南
第
二
小
学
校
の
在
学

生
の
子

ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
見

て
ほ
し
い

。
ま
っ
す
ぐ
で
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い

る
。
統

廃
合

を
考

え
る
の

は
、
時
期
尚
早
だ

と
感

じ
て
い

る
。
子

ど
も
が
い

き
い

き
と
成

長
し
て
い

る
。
学

校
生

活
を
い

き
い

き
と
過

ご
し
て
い

る
。
こ
の
真
実
が
全

て
だ

と
思

う
。

再
編

の
対

象
と
な
り
ま
し
た
学

校
に
つ
い

て
は
、
今

後
、
保

護
者

・
地

域
住

民
等

で
構

成
さ
れ
る
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、
協

議
会

で
出

さ
れ
た
方

向
性

を
基

に
教

育
委

員
会

で
決

定
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

児
童

生
徒

数
及

び
学

級
数

推
計

に
つ
い

て
は
、
令

和
7
年

度
ま
で
に
つ
い

て
は
住

民
基

本
台

帳
の

登
録

者
数

か
ら

算
出

さ
せ
て
い

た
だ

い
て
お
り
、
令

和
7
年

度
以

降
に
つ
き
ま
し
て
は
令

和
7
年

度
の

児
童

生
徒

数
に
対

し
て
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

の
人

口
推

計
を
基

に
年

齢
5
歳

区
分

の
人

口
の

減
少

率
を
乗

じ
て
推

計
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
推

計
に
当

た
っ
て
は
、
小

平
尾

バ
イ
パ

ス
等

の
現

時
点

で
の

不
確

定
事

項
は
考

慮
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

財
政

対
策

に
つ
い

て
は
、
第

3
次

生
駒

市
行

政
改

革
大

綱
を
定

め
、
今

後
５
年

間
で
１
０
億

円
以

上
の

経
常

経
費

の
削

減
に
向

け
て
、
取

組
を
進

め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

私
は
生
駒
南
第
二
小
学
校
の
出
身

で
あ
る
。
当
時
、
生
駒
南
第
二
小
学

校
の

多
く
の

児
童

が
通

っ
て
い

た
。
現

在
、

結
婚

し
て
、
子

ど
も
が
小
学
生

に
な
り
、
運
動
会

や
参
観

で
学
校

に
行

っ
た
と
き
、
生

徒
が

少
な
く
、
驚

い
た
。
子

ど
も
に
話

を
聞
い

て
い

る
と
、
私
が
通

っ
て
い

た
時

は
、
第
二
小

に
通

っ
て
い

た
地

域
の

子
ど
も
た
ち
も
壱

分
小

や
南

小
へ
通

わ
れ
て
い

る
と
聞
い

た
。
壱
分
小

は
開
発
の
関
係

も
あ
り
、
児

童
が

増
え
て
、
一

杯
だ

と
聞

い
た
こ
と
が

あ
る
。
一
方
の
生
徒
が
減

り
す
ぎ

て
、
一
方
が
生
徒
が
溢

れ
る
と
い

う
状
況

は
少

し
お
か
し
い

と
思

う
。
資

料
の

中
に

は
、
通
学
区
域
の
見
直

し
に
関

す
る
こ
と
も
検
討

す
る
と
あ
る
の

で
、
よ
く
検

討
い

た
だ

き
た
い

。
校

区
の

再
編

成
が

最
優
先
だ

と
思

う
。

学
校

再
編

に
つ
い

て
、
今

後
対

象
と
な
っ
た
校

区
に
お
い

て
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、
協

議
し
て
い

く
こ
と
と
な
り

ま
す
が

、
そ
の

協
議

の
過

程
で
通

学
区

域
の

見
直

し
が

必
要

と
判

断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合

に
は
、
改

め
て
通

学
区

域
の

見
直

し
に
向

け
た
検

討
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
、
対

象
と
な
る
校

区
に
お
い

て
新

た
に
協

議
会

を
設

置
し

協
議

し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

”
子
育

て
が

し
や
す
い

”
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
あ
り
、
実
際

に
住

ん
で
い

る
方

に
も
住

み
や
す
い

と
聞

い
た
こ
と
か

ら
、
安
心

し
て
転
居

を
決

め
た
が
、
統
廃
合
の

こ
と
が

も
ち
あ
が

っ
た
。

あ
り
方
検
討
委
員
会

で
検
討

を
重

ね
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
委
員

か
ら
こ
の

ま
ま
で
は
い

か
が

な
も
の

か
と
い

っ
た

意
見
が
多

く
出

て
い

た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の

よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の

は
残

念
に
思

う
。

住
民

や
保
護
者
の
思
い

を
含

め
て
今
後
進

め
て
い

た
だ

き
た
い
。
市

を
盛

り
上

げ
て
い

く
た
め
に
市

民
も
何

が
で
き

る
の

か
考

え
て
い

き
た
い
。

再
編

の
対

象
と
な
り
ま
し
た
学

校
に
つ
い

て
は
、
今

後
、
保

護
者

・
地

域
住

民
等

で
構

成
さ
れ
る
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、
協

議
会

で
出

さ
れ
た
方

向
性

を
基

に
教

育
委

員
会

で
決

定
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

協
議

会
を
含

む
様

々
な
機

会
で
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
の

ご
意

見
等

を
伺

い
な
が

ら
、
進

め
て
い

く
こ
と
を
想

定
し
て
い

ま
す
の

で
、
ご
理

解
い

た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・
留
意

す
べ

き
こ
と
と
し
て
通
学
の
安
全

を
挙

げ
て
い

る
が
、
通
学
距

離
の

調
査

は
地

域
協

議
会

前
に
す
る
と
市

議
会

で
答

え
て
い

た
が
、
具
体
的

に
ど
の

よ
う
な
調
査

を
い

つ
す
る
の

か
。

・
地
域
協
議
会

に
事
務
局

は
ど
の

よ
う
な
立
場

で
入

る
の

か
。

・
市
議
会

で
「
学
校
協
働
活
動

本
部

」
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い

と
答

え
て
い

た
が

、
ど
の

よ
う
な
活

動
を
具

体
的

に
考

え
て
い

る
の

か
。

・
意
見
交
換
会

は
団
体

に
関

わ
ら
ず
、
一
市
民

と
し
て
聞
い

て
も
ら
え
る
の

か
。
い

つ
、
ど
こ
で
、
誰

が
参

加
で
き
る

の
か
、
具
体
的

に
教

え
て
い

た
だ

き
た
い
。

・
校
区
の
見
直

し
に
は
時
間
が

か
か
る
、
多

く
の
人

と
話

を
し
な
い

と
い

け
な
い

と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。
少

数
派

の
意
見

も
聴
い

て
い

た
だ

き
た
い
。

・
通

学
距

離
の

調
査

に
つ
い

て
は
、
教

育
委

員
会

に
お
き
ま
し
て
通

学
路

と
想

定
さ
れ
る
箇

所
に
つ
い

て
一

度
現

地
調

査
を
さ
せ
て
い

た
だ

き
ま
し
た
。
協

議
会

設
置

以
後

も
危

険
箇

所
等

の
調

査
を
行

い
、
協

議
会

で
資

料
と
し
て
提

示
さ
せ
て
い

た
だ

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
地

域
協

議
会

で
は
、
事

務
局

職
員

が
構

成
メ
ン
バ
ー
の

一
員

と
し
て
参

加
す
る
予

定
で
あ
る
と
と
も
に
、
庶

務
を
行

う
事

務
局

と
し
て
参

加
予

定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・
本

市
に
お
い

て
は
、
令

和
３
年

度
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全

校
で
導

入
予

定
で
あ
り
、
「
地

域
と
と
も
に

あ
る
学

校
」
と
し
て
学

校
運

営
に
お
い

て
よ
り
一

層
地

域
の

方
々

と
の

関
わ
り
を
強

化
し
て
い

く
こ
と
を
推

進
し
て

い
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い

て
は
、
学

校
運

営
の

方
向

性
等

に
つ
い

て
協

議
・
決

定
す
る
学

校
運

営
協

議
会

と
実

際
に
学

校
の

教
育

活
動

に
関

わ
っ
て
い

た
だ

く
地

域
学

校
協

働
本

部
（
保

護
者

・
地

域
住

民
等

）
と
の

連
携

が
重

要
に
な
り
ま
す
。
学

校
再

編
等

に
関

わ
る
協

議
等

を
通

じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

発
展

に
つ
な

げ
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
意

見
交

換
会

に
つ
い

て
は
、
再

編
の

対
象

と
な
っ
た
協

議
会

を
設

置
す
る
予

定
の

校
区

の
関

係
団

体
を
対

象
に
実

施
す
る
予

定
で
す
。
協

議
会

設
置

後
に
広

く
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
に
ご
意

見
等

を
伺

く
機

会
が

想
定

さ
れ
る
と

と
も
に
、
市

教
育

委
員

会
事

務
局

に
お
問

い
合

わ
せ
い

た
だ

け
れ
ば
、
都

度
ご
意

見
等

を
お
伺

い
さ
せ
て
い

た
だ

き
ま
す
。

・
通

学
区

域
の

見
直

し
に
つ
い

て
は
、
当

該
校

区
に
通

学
し
て
い

る
児

童
生

徒
の

保
護

者
・
地

域
住

民
な
ど
多

く
の

方
々

に
関

わ
る
問

題
で
あ
り
、
検

討
に
当

た
っ
て
は
非

常
に
時

間
を
要

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
関

係
す
る

皆
さ
ま
の

ご
意

見
等

を
伺

い
な
が

ら
進

め
て
い

く
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
お
り
、
も
し
通

学
区

域
の

見
直

し
も
併

せ
て
検

討
し
て
い

く
こ
と
が

必
要

と
判

断
さ
れ
る
際

に
は
改

め
て
関

係
す
る
校

区
の

保
護

者
・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と

十
分

に
協

議
し
な
が

ら
進

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

計
画

で
の
児
童
数

と
基
本
的

な
考

え
方

の
児

童
数

の
推

計
が

異
な
る
が

、
今

後
地

域
協
議
会

で
話

し
合

う
際

に
ど
ち
ら
の
数
値

を
も
と
に
す
る
の

か
。

質
疑

で
は
協
議
会

で
決

め
る
よ
う
な
回
答

で
あ
っ
た
か
と
思

う
が
、
市

と
し
て
は
っ
き
り
と
決

め
る
べ

き
で
あ
る
。

推
計
方
法

に
つ
い

て
も
、
市

H
P
に
記
載

し
、
公
表
い

た
だ

き
た
い
。

公
共

施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
推

進
計

画
と
基

本
的

な
考

え
方

の
児

童
生

徒
数

推
計

が
異

な
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
公

共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
計

画
で
は
市

の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
推

計
し
た
も
の

で
あ
り
、
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い

て
は
市

教
育

委
員

会
独

自
で
推

計
し
た
も
の

と
な
っ
て
い

ま
す
。

両
者

の
推

計
と
も
に
将

来
的

な
児

童
生

徒
数

の
傾

向
を
示

す
も
の

で
、
協

議
会

に
お
い

て
は
、
再

編
の

対
象

と
な
っ

た
生

駒
南

第
二

小
学

校
に
つ
い

て
現

状
と
し
て
基

本
的

な
考

え
方

で
示

し
て
い

る
学

校
規

模
の

基
準

に
よ
っ
た
場

合
、
小

規
模

校
に
該

当
し
て
お
り
、
今

後
も
そ
の

傾
向

が
続

く
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
傾

向
を
踏

ま
え
て
、
今

後
の

方
向

性
に
つ
い

て
協

議
を
進

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

推
計

方
法

に
つ
い

て
は
、
上
記

の
質

問
で
回

答
し
た
と
お
り
で
す
。

・
突
然
統
廃
合
の
話

を
受

け
、
地
域
住
民

や
保
護
者
、
子

ど
も
た
ち
、
先

生
方

は
傷

つ
い

て
い

る
。
そ
の

よ
う
な
人

た
ち
の
不
安

や
怒

り
等

に
対

し
て
心
の

ケ
ア
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学

校
に
臨

床
心

理
士

な
ど
を
配

置
い

た
だ

き
た
い
。
そ
れ
が
難

し
け
れ
ば
、
市
保
健
師

で
カ
バ
ー
い

た
だ

き
た
い
。

・
「
小
規
模
校

を
存
続

さ
せ
る
場
合
の
具
体
的

な
方
策

」
を
実
現

さ
せ
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

る
が

、
先

生
方

に
負

担
を
強
い

る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
実
現

に
向

け
て
市

か
ら
の

補
助

や
人

員
補

充
を
お
願

い
し
た
い

。

・
市

民
説

明
会

で
ご
説

明
さ
せ
て
い

た
だ

き
ま
し
た
と
お
り
、
生

駒
南

小
学

校
と
生

駒
南

第
二

小
学

校
の

学
校

再
編

に
つ
い

て
は
、
市

と
し
て
の

決
定

事
項

で
は
な
く
、
今

後
、
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま

と
協

議
を
し
な
が

ら
、
方

向
性

を
決

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
小

規
模

校
を
存

続
さ
せ
る
場

合
の

具
体

的
な
方

策
に
つ
い

て
は
、
学

校
と
行

政
だ

け
で
な
く
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
の

お
力

を
お
借

り
し
て
進

め
て
い

く
も
の

と
考

え
て
お
り
、
行

政
が

果
た
す
べ

き
役

割
に
つ
い

て
は
し
っ

か
り
と
取

り
組

ん
で
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

幼
稚
園

と
小
中
学
校

を
話
題

に
す
る
に
は
時
間
が
足

り
な
い

と
感

じ
た
。
も
う
少

し
時

間
を
か
け
て
意

見
を
聴

い
て

い
た
だ

き
た
い
。

地
域

協
議

会
の

設
置

以
降

、
一

定
の

段
階

で
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
に
ご
説

明
す
る
機

会
、
ご
意

見
を
伺

う
機

会
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
随

時
教

育
委

員
会

事
務

局
に
て
ご
意

見
等

は
承

り
ま
す
。

説
明
会

に
託
児
が

あ
る
こ
と
が

十
分

に
周
知

さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
知

ら
ず
に
参

加
を
あ
き
ら
め
た
人

も
い

る
の

で
は
な
い

か
。

広
報

紙
で
の

説
明

会
の

お
知

ら
せ
に
お
い

て
は
、
託

児
を
実

施
さ
せ
て
い

た
だ

く
旨

を
掲

載
さ
せ
て
い

た
だ

い
て

お
り
ま
し
た
が

、
十

分
に
周

知
が

足
ら
ず
に
申

し
訳

ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
も
様

々
な
方

に
ご
参

加
い

た
だ

け
る
よ
う
に
取

り
組

ん
で
ま
い

り
ま
す
の

で
、
ご
理

解
い

た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

・
質
疑

で
「
未
就
学
児
の
保
護
者

に
つ
い

て
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
の

か
」
と
の

質
問

に
対

し
て
、
実

際
に
対

応
い

た
だ

け
る
の

か
が
分

か
ら
な
か
っ
た
。
基
本
的

な
考

え
方

に
記
載
い

た
だ

い
け
る
の

か
。

・
意
見
交
換
会

に
つ
い

て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
状

況
を
見

極
め
て
対

応
い

た
だ

き
た
い
。
し
か
し
、
意
見
交
換
会

を
開
催

せ
ず
に
進

め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い

で
い

た
だ

き
た
い

。
安

全
に
丁

寧
に

進
め
て
い

た
だ

き
た
い
。

・
基

本
的

な
考

え
方

に
反

映
す
る
こ
と
は
考

え
て
い

ま
せ
ん
が

、
協

議
会

に
お
き
ま
し
て
、
未

就
学

児
の

保
護

者
の

方
に
対

し
て
ご
意

見
等

を
伺

う
こ
と
が

想
定

さ
れ
ま
す
。

・
ご
意

見
の

と
お
り
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染

状
況

を
見

極
め
な
が

ら
、
意

見
交

換
会

・
地

域
協

議
会

の
開

催
を

進
め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理

解
い

た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願

い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
意

見
交

換
会

・
地

域
協

議
会

に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

本
的

な
考

え
方

で
示

し
て
い

る
と
お
り
開

催
し
て
い

く
べ

き
も
の

と
考

え
て

い
ま
す
。

保
護
者

よ
り
も
地
域
の
方
の
参
加
が
多

か
っ
た
の

に
驚
い

た
。
地
域

も
大

切
だ

が
、
当

事
者

（
保

護
者

）
に
関

心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ

と
思

う
。

ご
意

見
の

と
お
り
、
学

校
再
編

に
関

し
て
だ

け
で
な
く
、
市

の
教

育
全

体
に
関

し
て
地

域
の

方
だ

け
で
な
く
、
保

護
者

の
皆

さ
ま
に
も
関

心
を
い

た
だ

け
る
よ
う
に
周

知
等

を
行

っ
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

南
地
区
の
子

ど
も
の
数
が
少

な
い

こ
と
か
ら
、
南
地
区

で
小
中
一
貫
校

が
で
き
る
の

か
と
資

料
を
見

て
思

っ
た
。

小
中

一
貫

教
育

に
つ
い

て
は
、
学

校
再

編
等

の
有

無
に
関

わ
ら
ず
、
将

来
的

に
全

市
的

に
進

め
て
い

く
と
い

う
こ
と

を
示

さ
せ
て
い

た
だ

い
て
お
り
、
小

中
一

貫
教

育
を
進

め
て
い

く
中

で
、
学

校
再

編
を
実

施
す
る
に
当

た
っ
て
は
、

小
中

一
貫

校
の

設
置

に
つ
い

て
も
手

法
の

一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い

く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
を
示

し
て

い
ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

・
国
が
示

す
望

ま
し
い
学
校
配

置
と
は
、
山
間
部

で
あ
っ
て
も
4
k
m
以
内

に
は
必

要
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

基
準

を
検
討

し
た
結
果
、
生
駒
市

に
お
け
る
望

ま
し
い
学
校
配
置
の
基
準

と
な
っ
た
の

は
な
ぜ

か
。

・
適
切

な
交
通
手
段

と
し
て
、
色

ん
な
人
が
乗

る
電
車
が
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
に
疑

問
を
感

じ
る
。

・
児
童
の
通
学
負
担

も
重
要
だ
が
、
保
護
者
の
負
担

に
つ
い

て
何

も
書

か
れ
て
い

な
い

の
は
な
ぜ

か
。
保

護
者

の
負

担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
も
示

し
て
い

た
だ

き
た
い
。

・
環
境
整
備

と
は
、
具
体
的

に
ど
こ
ま
で
の
整
備

を
想
定

し
て
い

る
の

か
。

・
国

が
示

す
学

校
配

置
の

基
準

を
も
と
に
、
市

と
し
て
の

望
ま
し
い

学
校

配
置

を
審

議
し
た
結

果
、
基

本
的

な
考

え
方

で
お
示

し
し
て
い

る
と
お
り
、
国

が
示

す
基

準
を
本

市
に
お
け
る
望

ま
し
い

学
校

配
置

の
基

準
と
し
た
も
の

で
す
。
な

お
、
国

の
学

校
配

置
の

基
準

に
つ
い

て
は
、
山

間
部

等
の

条
件

下
に
お
け
る
基

準
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い

る
も
の

で
は
な
く
、
公

立
小

・
中

学
校

の
施

設
費

の
国

庫
負

担
対

象
と
な
る
学

校
統

合
の

条
件

と
し
て
定

め
ら
れ
て
い

る
こ
と

か
ら
、
通

学
条

件
を
通

学
距

離
に
よ
っ
て
捉

え
る
こ
と
が

一
般

的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・
学

校
再

編
が

行
わ
れ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
基

本
的

な
考

え
方

に
も
示

し
て
い

ま
す
と
お
り
、
通

学
の

安
全

、
負

担
に
留

意
が

必
要

と
し
て
お
り
、
様

々
な
方

法
に
よ
っ
て
過

剰
な
負

担
に
な
ら
な
い

よ
う
に
対

応
策

を
講

じ
て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。
保

護
者

の
負

担
に
つ
い

て
も
、
通

学
も
含

め
、
学

校
再

編
に
よ
り
過

剰
な
負

担
が

か
か
ら
な
い

よ
う
積

極
的

な
情

報
発

信
や
丁

寧
な
相

談
体

制
等

、
必

要
な
支

援
を
講

じ
て
い

く
必

要
が

あ
る
と

考
え
て
い

ま
す
。

・
環

境
整

備
に
つ
い

て
は
、
通

学
方

法
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
く
る
も
の

と
考

え
ま
す
が

、
通

学
方

法
が

確
定

さ
れ
る
に

当
た
り
行

政
と
し
て
必

要
な
整

備
を
行

っ
て
い

く
必

要
が

あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

あ
り
方
検
討
委
員
会

で
は
統
廃
合

あ
り
き
で
進

め
る
と
い

う
よ
う
に
感

じ
る
説

明
会

で
あ
っ
た
。
市

と
し
て
は
、
学

校
規
模

に
対

し
て
の

み
の
見
方

で
、
小
規
模
校

は
ダ
メ
だ

と
言

っ
て
い

る
よ
う
に
し
か
思

え
な
っ
た
。
存

続
に
向

け
て
ど
の

よ
う
に
し
て
い

け
ば
い
い
の

か
と
い

う
こ
と
を
全
員

で
考

え
て
い

け
る
と
良

い
と
思

う
。

基
本

的
な
考

え
方

で
お
示

し
し
て
い

る
と
お
り
、
小

規
模

校
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
両

方
が

存
在

す
る
と
考

え
て

い
ま
す
。
こ
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏

ま
え
て
、
学

校
規

模
の

基
準

を
定

め
た
上

で
、
学

校
再

編
の

対
象

と
な
っ

た
学

校
に
つ
い

て
は
、
今

後
の

学
校

の
あ
り
方

に
つ
い

て
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
協

議
を
重

ね
な
が

ら
、
方

向
性

を
決

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
今
、
説
明
会

を
し
な
く
て
は
い

け
な
か
っ
た
の

か
。
急
ぎ

進
め
る
い

う
こ
と
に
不

満
を
感

じ
た
。
地

域
協
議
会

で
進

め
て
い

く
と
言

わ
れ
て
い

る
が
、
今
後

も
ま
す
ま
す
コ
ロ
ナ
禍

で
ど
う
な
る
か
分

か
ら
な
い

こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
が

お
さ
ま
る
ま
で
進

め
な
い

で
ほ
し
い
。
国
が
進

め
る
か
ら
と
小

規
模

校
を
な
く
す
、
小

中
一

貫
校

化
、

幼
保
一
体
の

こ
ど
も
園
化

な
ど
や
る
こ
と
な
く
、
市
独
自

で
住
民
、
子

ど
も
た
ち
に
寄

り
添

い
、
子

育
て
し
や
す
い

生
駒
市

を
目
指

し
て
ほ
し
い
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状

況
を
見

極
め
つ
つ
、
今

回
は
最

大
限

の
予

防
措

置
を
講

じ
な
が

ら
説

明
会

を
開

催
さ

せ
て
い

た
だ

き
ま
し
た
。

市
教

育
委

員
会

と
し
て
、
急

ぎ
進

め
る
と
い

う
こ
と
は
決

し
て
な
く
、
今

後
も
丁

寧
に
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
な
が

ら
、
進

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

地
域

協
議

会
で
の

協
議

の
結
果

、
ど
の

よ
う
な
方

向
性

が
示

さ
れ
た
と
し
て
も
、
市

と
し
て
そ
の

方
向

性
の

実
現

に
向

け
、
子

育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目

指
し
、
取

り
組

ん
で
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
の

で
、
ご
理

解
い

た
だ

き
ま
す

よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

・
財
政
問
題
が
基
準

で
統
廃
合

を
進

め
て
い

る
よ
う
に
思

う
。
財
政
の

健
全

化
を
図

る
努

力
が

必
要

で
あ
り
、
少

子
化
対
策

に
力

を
入

れ
、
若
い
世

代
を
呼
び
込

む
た
め
に
も
、
学
校
の
充
実

を
は
か
る
こ
と
が

必
要

で
あ
る
。
萩

の
台

の
空

き
家
対
策
の

た
め
に
も
学
校

を
残

し
て
ほ
し
い
。

・
小
規
模
の
良

さ
を
認

め
ら
れ
て
い

る
と
思

う
。
南
第
二
小

を
し
っ
か
り
と
残

し
て
い

く
協

議
会

に
し
て
ほ
し
い

。
・
説
明
会

を
当
該
小
学
校
の
保
護
者

や
住
民

に
対

し
て
や
っ
て
ほ
し
い

。
共

に
つ
く
り
あ
げ
て
い

く
と
い

う
の

で
あ
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
意
見

を
聴
い

て
ほ
し
い
。

・
小
学

１
年
生

に
と
っ
て
、
１
時

間
の
通
学
時
間

は
考

え
ら
れ
な
い
。
夏

の
暑

さ
や
通

学
路

は
危

険
な
箇

所
が

多
い

。
実
際

に
検
討

さ
れ
た
の

か
甚
だ
疑
問

で
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
電
車

通
学

と
い

う
が

、
そ
の

負
担

と
学

童
保

育
に

通
う
子

ど
も
に
と
っ
て
は
ど
う
な
る
の

か
。

・
幼
稚
園

に
つ
い

て
も
、
小
学
校

に
つ
い

て
も
、
住
民

へ
の
説
明
の
大

切
さ
が

感
じ
ら
れ
た
と
思

う
。
も
っ
と
住

民
説

明
会

を
開
催

し
て
ほ
し
い
。

・
学

校
再

編
に
つ
い

て
は
、
子

ど
も
た
ち
の

教
育

環
境

の
充

実
が

目
的

で
あ
り
ま
す
が

、
教

育
環

境
の

充
実

を
果

た
す
た
め
に
は
、
学

校
施

設
の

適
切

な
維

持
管

理
や
設

備
等

の
充

実
が

必
要

で
あ
り
、
財

政
的

な
視

点
も
必

要
と
な
り

ま
す
。
市

と
し
て
は
、
健

全
な
財

政
運

営
を
堅

持
し
つ
つ
、
教

育
環

境
の

充
実

に
努

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市

の
教

育
施

策
等

を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
少

子
化

対
策

と
し
て
、
子

育
て
世

代
の

流
入

促
進

に
取

り
組

ん
で
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
基

本
的

な
考

え
方

に
も
示

さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
小

規
模

校
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

存
在

し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
踏

ま
え
つ
つ
、
再

編
の

対
象

と
な
っ
た
生

駒
南

第
二

小
学

校
の

方
向

性
に
つ
い

て
、
協

議
会

に
お
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
今

回
の

説
明

会
に
つ
い

て
は
、
市

全
体

の
基

本
的

な
考

え
方

に
つ
い

て
の

説
明

会
と
い

う
位

置
付

け
で
開

催
さ
せ

て
い

た
だ

い
た
た
め
、
地

域
で
の

説
明

会
の

開
催

予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
い

ず
れ
か
の

段
階

で
説

明
会

の
開

催
が

必
要

と
決

定
さ
れ
た
際

に
は
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
に
説

明
会

が
開

催
さ
れ
る
予

定
で
す
の

で
、
ご
理

解
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
基

本
的

な
考

え
方

に
お
い

て
も
示

し
て
い

る
と
お
り
、
学

校
再

編
に
際

し
て
は
、
通

学
の

安
全

確
保

に
留

意
が

必
要

と
し
て
い

ま
す
。
児

童
生

徒
の

通
学

に
過

度
の

負
担

が
か
か
ら
な
い

通
学

方
法

の
検

討
な
ど
、
協

議
会

に
お
い

て
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
含

め
て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
上

記
の

回
答

と
同

様
、
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
い

ず
れ
か
の

段
階

で
説

明
会

の
開

催
が

必
要

と
決

定
さ
れ
た
際

に
は
、
保
護

者
・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
に
説

明
会

が
開

催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

小
規
模
校

よ
り
も
大
規
模
校

を
適
正

な
規
模

に
す
る
必
要
が

あ
る
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良

い
環

境
に
あ
る
小

規
模
校

を
な
く
す
こ
と
し
か
頭

に
な
い

よ
う
に
思

う
。

子
ど
も
た
ち
の

た
め
と
い

う
よ
り
、
行
政
の
都
合

し
か
感

じ
ら
れ
な
い
。
原

点
で
あ
る
子

ど
も
第

一
と
い

う
と
こ
ろ
か

ら
考

え
直

す
べ

き
。
少
子
化
だ

っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
の

そ
の
機
会

を
活

か
し
て
、
少

人
数

学
級

を
進

め
る
べ

き
で
あ

る
。

小
中
一
貫
校

に
つ
い

て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
の

で
、
反
対

で
あ
る
。
市

民
を
置

き
去

り
し
て
進

め
て
い

っ
て
は
い

け
な
い
。

現
在

大
規

模
校

と
し
て
分

類
さ
れ
る
学

校
に
つ
い

て
、
大

規
模

校
が

長
期

的
に
続

く
場

合
に
は
、
望

ま
し
い

規
模

に
向

け
た
取

組
を
講

じ
て
い

く
必

要
が

あ
る
と
考

え
ま
す
が

、
こ
こ
数

年
で
ピ
ー
ク
を
過

ぎ
、
望

ま
し
い

規
模

に
な
る
こ

と
が

見
込

ま
れ
て
い

ま
す
。

小
規

模
校

と
少

人
数

学
級

は
異

な
る
も
の

で
あ
り
、
学

校
再

編
に
つ
い

て
は
学

校
規

模
、
基

本
的

な
考

え
方

で
は
学

級
数

を
基

準
と
し
て
示

し
て
い

る
も
の

と
な
っ
て
い

ま
す
。
少

人
数

学
級

に
つ
い

て
は
、
市

独
自

で
小

学
校

１
年

生
３

０
人

程
度

、
県

独
自

で
２
年

生
３
５
人

学
級

を
実

施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
他

学
年

へ
の

拡
大

に
つ
い

て
は
、
国

の
動

向
も
注

視
し
て
い

く
必
要

が
あ
る
考

え
て
い

ま
す
。

小
中

一
貫

校
教

育
に
つ
い

て
は
、
中

１
ギ

ャ
ッ
プ
の

解
消

や
一

部
教

科
へ
の

乗
り
入

れ
授

業
等

に
よ
っ
て
、
児

童
生

徒
へ
の

一
定

の
効

果
が

見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
全

市
的

に
進

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。
小

中
一

貫
校

に
つ
い

て
は
、
学

校
再

編
に
お
け
る
一

つ
の

手
法

と
し
て
検

討
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
と
し
て
お
示

し
し
た
も
の

で
あ
り
、
学

校
再

編
・
小

中
一
貫

校
の

設
置

に
は
、
保

護
者

・
地

域
の

皆
さ
ま
と
の

十
分

な
協

議
が

不
可

欠
で
あ
る
と

考
え
て
い

ま
す
。

教
育
施
設

は
、
園
児

・
児
童

・
生

徒
、
保
護
者
、
先
生

を
含

め
て
、
市
の

財
産

だ
と
思

う
。
統

合
や
廃

校
、
廃

園
の

方
向

で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
健
全

に
存
続

で
き
る
か
と
い

う
方
向

に
可
能

な
か
ぎ

り
探

っ
て
も
ら
い

た
い

。
生

駒
市

は
子
育

て
し
や
す
い

ま
ち
と
し
て
誇

れ
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

今
後

設
置

予
定

の
地

域
協

議
会

に
お
い

て
、
再

編
の

対
象

と
な
っ
た
学

校
の

方
向

性
に
つ
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

説
明
会
の
時
間
が
少

な
い
。
市
民
の
疑
問

に
答

え
、
意
見

を
聴

こ
う
と
い

う
姿

勢
で
あ
れ
ば
、
全

体
説

明
会

１
回

は
少

な
い
。
今
後
、
地
域
協
議
会
任

せ
で
な
く
、
市
の
責
任

で
回
数

を
増

や
し
て
ほ
し
い

。
質

問
し
た
い

こ
と
、
分

か
ら
な

い
こ
と
が

ま
だ

た
く
さ
ん
あ
る
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予

防
の

た
め
、
説

明
会

の
時

間
を
十

分
に
取

る
こ
と
が

で
き
ず
に
申

し
訳

あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
基

本
的

な
考

え
方

に
関

す
る
ご
質

問
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

教
育

委
員

会
事

務
局

ま
で
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
説

明
会

に
つ
い

て
は
、
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
い

ず
れ
か
の

段
階

で
説

明
会

の
開

催
が

必
要

と
決

定
さ
れ
た
際

に
は
、
保
護

者
・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
に
説

明
会

が
開

催
さ
れ
る
予

定
で
す
の

で
、
ご
理

解
を
お

願
い

し
ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、
少
人
数
学
級

へ
の
模
索
が
始

ま
っ
て
い

る
、
幼
稚

園
も
小

学
校

も
、
統

廃
合

は
そ
の

流
れ
に
逆

行
す
る
と
思

う
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡

大
を
受

け
て
、
国

に
お
い

て
少

人
数

学
級

の
実

施
に
向

け
た
検

討
が

行
わ
れ
て
い

ま
す
。
小

規
模

校
と
少

人
数

学
級

は
異

な
り
、
小

規
模

校
は
基

本
的

な
考

え
方

で
は
学

級
数

を
基

準
と
し
て
い

ま
す

が
、
少

人
数

学
級

は
１
ク
ラ
ス
当

た
り
の

児
童

生
徒

数
の

こ
と
を
指

し
ま
す
。
学

校
再

編
に
つ
い

て
は
、
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

に
つ
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

質
問

さ
れ
る
方
の
話

を
聞
い

て
、
今
回
の
説
明
会

に
参
加

し
た
意
義

が
あ
っ
た
。

ご
意

見
と
し
て
承

り
ま
す
。
ご
参

加
い

た
だ

き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

幼
小
中
の
基
本
的

な
一

ク
ラ
ス
の
人
数
が

ま
だ

ま
だ
多

く
、
国
基
準

よ
り
マ
シ
で
は
お
か
し
い

。
低

学
年

で
は
２
５
人

程
度
が
妥
当

で
あ
る
と
考

え
る
。

市
独

自
で
小

学
校

１
年

生
３
０
人

程
度

学
級

、
県

で
小

学
校

２
年

生
３
５
人

学
級

を
実

施
し
て
い

ま
す
が

、
国

基
準

以
上

の
少

人
数

学
級

の
実

施
に
係

る
経

費
等

は
、
全

て
市

の
負

担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
他

学
年

へ
の

拡
大

は
慎

重
に
検

討
す
る
必

要
が

あ
り
ま
す
。

現
在

、
国

に
お
い

て
少

人
数

学
級

の
実

現
に
向

け
た
検

討
が

進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が

、
そ
の

動
向

も
注

視
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

少
子
化
が
進

ん
で
い

る
の

は
全
国
の
課
題

で
あ
り
、
園
児
数
が
減

る
の

も
分

か
る
が

、
そ
も
そ
も
生

駒
市

の
人

口
推

移
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の

か
。
子
育

て
し
や
す
い

ま
ち
と
し
て
選

ば
れ
て
い

な
い

の
か
。
幼

稚
園

の
あ
り
方

を
見

直
す
前

に
、
生
駒
市
の

ま
ち
づ

く
り
を
見
直

す
必
要
が

あ
る
の

で
は
な
い

か
。

さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
考

え
方

に
つ
い

て
、
２
ペ
ー
ジ
の
下
段

に
記
述

が
あ
る
が

、
あ
す
か
野

小
、
上

中
地

域
で
は
児

童
生
徒
数
が

ピ
ー
ク
を
迎

え
て
、
地
域

に
偏

り
が
見

ら
れ
る
と
あ
る
が

、
そ
も
そ
も
そ
の

よ
う
な
事

態
を
迎

え
る
こ
と

が
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
失
敗

し
て
い

る
の

で
は
な
い

か
。
宅
地
開
発

や
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
を
許

可
す
る
の

も
市

の
責

任
で
は
な
い
の

か
。

南
地
区

に
開
発

す
る
要
素

は
な
い
の

か
。
空

き
家
問
題
等
、
取

り
組

む
べ

き
問

題
は
ま
だ

ま
だ

あ
り
、
生

駒
市

と
し

て
、
人
口
増
加
、
子
育

て
世
代
の
増
加
、
今
後

5
0
年

を
見
据

え
る
と
再

編
も
重

要
な
こ
と
で
あ
る
が

、
生

駒
市

と
し

て
さ
ら
な
る
成
長

を
成

し
遂

げ
る
た
め
に
根
本
的

な
改
革
が
必
要

で
あ
る
と
考

え
る
。

新
し
い
生
活
様
式

を
考

え
る
と
都
会

に
住

む
メ
リ
ッ
ト
は
ど
ん
ど
ん
少

な
く
な
っ
て
い

く
。
大

阪
等

か
ら
の

人
口

流
入

も
ま
だ

ま
だ
考

え
ら
れ
る
。

生
駒

市
全

体
の

人
口

は
、
全

国
的

な
少

子
高

齢
化

の
傾

向
を
受

け
、
今

後
減

少
し
て
い

く
こ
と
が

見
込

ま
れ
て
い

ま
す
。
市

と
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
人

口
推

計
を
踏

ま
え
、
「
子

ど
も
を
産

み
、
育

て
や
す
い

環
境

の
整

備
に
よ
り
出

生
率

の
増

加
を
図

る
」
、
「
優

れ
た
知

識
や
技

能
を
有

す
る
女

性
が

能
力

を
発

揮
で
き
る
環

境
を
整

備
し
、
多

様
な
働

き
方

の
促

進
に
よ
り
、
子

育
て
層

の
女

性
を
は
じ
め
働

き
盛

り
世

代
の

市
内

就
労

の
維

持
拡

大
を
図

る
」
、
「
働

き
世

代
に

と
っ
て
魅

力
的

な
環

境
を
発
信

し
、
市

外
か
ら
の

流
入

を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
市

内
に
お
い

て
も
働

き
世

代
を
中

心
に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸

成
し
、
定

住
促

進
を
図

る
」
と
い

う
方

向
性

で
取

り
組

ん
で
い

ま
す
。

空
き
家

対
策

な
ど
様

々
な
課

題
に
対

し
て
、
市

と
し
て
発

展
し
つ
づ

け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
学

校
再

編
も
含

め
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
共

に
考

え
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
の

で
、
ご
理

解
を
お
願

い
し
ま
す
。

統
合

を
前
提

に
し
た
施
策

を
進

め
て
い

る
よ
う
に
感

じ
る
た
め
、
不
安

で
し
か
な
く
、
地

域
に
寄

り
添

う
形

で
の

施
策

で
な
け
れ
ば
同
意

は
得

ら
れ
な
い

と
思

う
。

二
小

に
つ
い

て
、
小
規
模

で
ど
の

よ
う
に
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

け
る
か
に
つ
い

て
、
議

論
を
進

め
る
方

が
、

現
実
的
だ

と
考

え
ま
す
。

再
編

の
対

象
と
な
り
ま
し
た
学

校
に
つ
い

て
は
、
今

後
、
保

護
者

・
地

域
住

民
等

で
構

成
さ
れ
る
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、
協

議
会

で
出

さ
れ
た
方

向
性

を
基

に
教

育
委

員
会

で
決

定
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

説
明

に
対

す
る
会
場
の
意
見

が
感
情
的

な
面

を
多
分

に
含

ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今

回
の

説
明

会
が

市
民

に
対

し
て
的

を
得

て
い

な
い

も
の

で
あ
っ
た
と
思

っ
た
。

少
な
く
と
も
一
年
前
の
問
題
提
示

か
ら
市
民

は
正
確

な
情
報
が
得

ら
れ
ず
、
不

安
に
さ
せ
て
い

た
こ
と
に
理

解
を
示

し
た
説
明
会

で
あ
れ
ば
、
も
う
少

し
冷
静

に
話

し
合
い
が

で
き
た
の

で
は
な
い

か
。

一
度
不
信
感

を
抱

か
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
、
互
い
の
理
解

は
得

ら
れ
な
い

。
今

回
の

件
か
ら
、
市

の
対

応
は
い

か
に
お
役
所
仕
事

で
あ
っ
た
の

か
を
学

ん
で
い

た
だ

き
た
い
。
財
政
の

問
題

が
あ
る
な
ら
、
人

件
費

の
削

減
が

第
１
手

段
で
あ
る
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染

拡
大

に
よ
り
、
答

申
に
関

す
る
説

明
会

を
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後

設
置

予
定

の
地

域
協

議
会

に
お
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
十

分
な
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

に
つ

い
て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
の

で
、
貴

重
な
ご
意

見
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

な
お
、
市

財
政

の
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
保

障
関

連
経

費
が

増
加

し
て
い

く
中

、
行

政
改

革
を
進

め
、
健

全
な

財
政

運
営

を
堅

持
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

説
明
会
の
位
置
づ

け
と
し
て
あ
く
ま
で
も
こ
こ
が

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今

後
意

見
交

換
会

や
地

域
協

議
会

で
議

論
を

進
め
て
い

く
と
い

う
の

は
よ
く
分

か
る
が
、
参
加
者
の
意
見

で
も
あ
っ
た
よ
う
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の

言
及

が
一
切

な
か
っ
た
の

は
と
て
も
残
念
だ

っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
再
編
が
出

た
根

拠
と
な
る
生

徒
数

の
減

少
率

に
つ
い

て
、
そ
の
出
所
の
説
明

か
ま
っ
た
く
納
得

で
き
な
い
。
い

か
に
も
事
務

的
で
、
と
お
り
一

辺
倒

の
印

象
で
あ
っ
た
。

今
後
、
地
域
住
民

と
十
分

な
意
見
交
換
の
場

を
設

け
て
い

た
だ

け
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
生

駒
市

学
校

教
育

の
あ
り
方

検
討

委
員

会
で
い

た
だ

い
た
も
の

で
あ
り
、
市

教
育

委
員

会
と
し
て
も
重

く
受

け
止

め
、
今

後
の

意
見

交
換

会
、
地

域
協

議
会

で
も
い

た
だ

い
た
ご
意

見
を
活

か
し
て

い
き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

児
童

生
徒

数
・
学

級
数

推
計

に
つ
い

て
は
、
上

記
の

回
答

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

今
後

は
、
地

域
協

議
会

に
お
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
十

分
な
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

に
つ
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
。

経
常
経
費
の
削
減

と
の

こ
と
だ

が
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
７
年
間
使

用
す
る
た
め
に
５
億

円
支

出
す
る
の

は
費

用
対
効
果
の
面

か
ら
見

て
疑
問

で
あ
る
。
北

セ
ン
タ
ー
で
対
応

で
き
る
８
千

食
ま
で
子

ど
も
の

数
が

減
る
ま
で
、
現

施
設

を
使
用

す
る
方
が
有
効
利

用
で
き
る
の

で
は
な
い

か
。

全
国
的

に
も
南
二
小
規
模
の
学
校

は
ど
れ
だ

け
あ
る
の

か
。
ど
れ
だ

け
統

廃
合

さ
れ
て
い

る
の

か
。
地

域
住

民
の

声
を
聴
い

て
も
、
再
編
の
立
場

な
の

か
、
存
続

さ
せ
る
方
法

を
考

え
る
立

場
な
の

か
教

え
て
い

た
だ

き
た
い

。

現
行

の
学

校
給

食
セ
ン
タ
ー
の

老
朽

化
と
２
時

間
喫

食
の

実
現

の
た
め
、
北

地
区

と
南

地
区

の
２
か
所

に
学

校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
を
当

初
計

画
し
て
い

ま
し
た
が

、
社

会
情

勢
の

変
化

や
市

財
政

状
況

を
踏

ま
え
た
結

果
、
当

面
は
現

行
の

学
校

給
食

セ
ン
タ
ー
と
生

駒
北

学
校

給
食

セ
ン
タ
ー
を
維

持
し
、
生

駒
北

学
校

給
食

セ
ン
タ
ー

で
対

応
で
き
る
児

童
生

徒
数

に
な
っ
た
段

階
で
生

駒
北

学
校

給
食

セ
ン
タ
ー
に
集

約
す
る
こ
と
に
計

画
を
変

更
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現

行
の

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
老

朽
化

が
著

し
く
、
子

ど
も
た
ち
の

給
食

に
も
影

響
が

出
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
改

修
を
行

う
も
の

で
す
。

全
国

的
に
見

て
、
１
２
学

級
に
満

た
な
い

小
学

校
が

約
半

数
を
占

め
る
状

況
に
な
っ
て
い

ま
す
（
平

成
３
０
年

度
時

点
）
。

現
時

点
で
は
、
市

教
育

委
員

会
と
し
て
は
、
学

校
再

編
を
決

定
し
て
い

る
も
の

で
は
な
く
、
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、

保
護

者
・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

に
つ
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

教
育
委
員
会

か
ら
は
口
だ

け
の

”
子

ど
も
の

た
め
”
だ

け
を
強

く
感

じ
た
。
本

当
に
”
地

域
の

子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を

考
え
た
あ
り
方

”
を
考

え
た
と
は
全

く
伝

わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
統
合

あ
り
き
の

方
向

性
し
か
考

え
て
い

な
い

。
市

民
の
話

を
聴

く
の

で
あ
れ
ば
、
生
駒

は
統
合

ゼ
ロ
の
選
択

も
あ
り
と
す
べ

き
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
市

民
、
子

ど
も
の

こ
と
を
考

え
て
な
い
説
明

に
が

っ
か
り
し
た
。

現
時

点
で
は
、
市

教
育

委
員

会
と
し
て
は
、
学

校
再

編
を
決

定
し
て
い

る
も
の

で
は
な
く
、
地

域
協

議
会

を
設

置
し
、

保
護

者
・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

に
つ
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

学
校

は
地
域
の
宝

で
あ
り
、
災

害
対
策

に
も
重
要

な
役
割

を
果

た
す
。
学

校
を
核

と
し
た
地

域
づ

く
り
に
つ
い

て
、
行

政
と
し
て
考

え
て
い

っ
て
も
ら
い

た
い
。

学
校

は
災

害
時

の
避

難
所

に
も
指

定
さ
れ
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
ま
ち
づ

く
り
の

視
点

か
ら
も
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、

方
向

性
に
つ
い

て
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

本
日
の
説
明

で
、
地
域
協
議
会

で
話

し
合
い

を
進

め
て
い

く
こ
と
が
分

か
っ
た
。
大

切
な
の

は
、
結

果
あ
り
き
で
な

く
、
し
っ
か
り
地
域
の

こ
と
を
十
分
考
慮

し
た
も
の

に
し
て
い

た
だ

き
た
い

と
思

う
。
教

育
の

中
に
財

政
議

論
を
持

ち
込

む
こ
と
は
危
険

で
あ
る
。

今
後

設
置

予
定

の
地

域
協

議
会

に
お
い

て
、
再

編
の

対
象

と
な
っ
た
学

校
の

方
向

性
に
つ
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市

教
育

委
員

会
と
し
て
も
、
人

的
・
財

政
的

資
源

が
限

ら
れ
て
い

る
状

況
下

に
お
い

て
、
子

ど
も
た
ち
の

よ
り

良
い

教
育

環
境

の
充

実
に
努

め
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

学
校
の
再
編
、
小
規
模
校

を
存
続

す
る
場
合
の
具
体
的

な
計
画

を
示

し
て
、
地

域
と
協

議
す
る
こ
と
が

必
要

で
あ
る

と
思

う
。
早

く
示

し
て
良
い
対

応
を
関
係
者

で
協
議

す
べ

き
で
は
な
い

か
。

具
体

的
な
方

向
性

に
つ
い

て
は
、
今

後
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
協

議
を
重

ね
、
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

説
明
会
の
受
付

で
指
定
席

と
言

わ
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
と
し
て
納

得
し
た
が

、
受

付
で
も
そ
の

よ
う
な
説
明

を
い

た
だ

き
た
か
っ
た
。

説
明

会
当

日
の

案
内

で
十

分
な
ご
説

明
が

で
き
ず
、
申

し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後

に
活

か
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理

解
を
お
願

い
し
ま
す
。
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意
見

・
質
問
内
容

等
回

答
等

・
市
民
の
不
安

や
疑
問

に
答

え
る
の

は
全
然
時
間
が
足

り
な
い
。
市
民
が

納
得

す
る
ま
で
市

の
方

針
変

更
も
含

め
て

説
明
会

を
続

け
る
必
要
が

あ
る
。
参
加
者

か
ら
出

さ
れ
た
質
問
、
疑
問
、
要

望
、
意

見
等

に
対

し
て
、
そ
の

意
味

を
十

分
く
み
取

り
、
市
民
が
納
得

す
る
ま
で
、
説
明
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
説

明
会

で
の

み
の

対
応

で
は
、
市

民
の

疑
問

、
不
安
等

に
応

え
ら
れ
て
い

る
と
は
到
底
思

え
な
い
。

・
萩
の
台
地
域
の
住
民

に
と
っ
て
は
、
南
二
小
の
再
編

は
死
活
問
題

で
あ
る
。
萩

の
台

地
域

を
衰

退
さ
せ
る
南

二
小

の
再
編

と
い

う
決
定

を
さ
れ
な
い

こ
と
を
切

に
望

む
。

・
こ
れ
か
ら
の

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
応

す
る
た
め
に
も
小
規
模
校
が
必

要
に
な
る
。

・
意
見
交
換
会
、
地
域
協
議
会

は
十
分
市
民
、
保
護
者

に
開

か
れ
た
会

に
し
て
い

た
だ

き
た
い

。

・
今

後
、
学

校
再

編
の

対
象

と
な
っ
た
学

校
区

の
関

係
団

体
と
意

見
交

換
会

を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
設

置
予

定
の

地
域

協
議

会
に
お
い

て
、
保

護
者

・
地

域
住

民
の

皆
さ
ま
と
十

分
協

議
を
重

ね
、
方

向
性

を
検

討
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
学

校
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
の

視
点

か
ら
も
地

域
協

議
会

に
お

い
て
、
協

議
し
て
い

き
た
い

と
考

え
て
い

ま
す
。

・
意

見
交

換
会

に
つ
い

て
は
非

公
開

と
な
り
ま
す
が

、
地

域
協

議
会

に
つ
い

て
は
、
公

開
で
開

催
す
る
予

定
で
す
。

・
今
回
の
小
規
模
校

と
さ
れ
た
南
二
小

に
つ
い

て
、
廃
校

に
す
る
ほ
ど
の

問
題

は
な
い

と
思

う
。
当

該
校

の
保

護
者

、
児
童
、
教
員
の
声

は
問
題

あ
る
と
し
て
い

る
の

か
。
聴
取

し
た
具
体
例

な
ど
、
ま
と
ま
っ
た

も
の

が
あ
れ
ば
示

し
て
も

ら
い

た
い
。

・
小
中
一
貫
教
育
が
強
調

さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
の
提
案

は
、
南
小

と
南

中
の

一
貫

校
化

を
提

案
し
て
い

る
の

か
。

・
施
設
の
改
修
計
画

か
ら
、
南

第
二
小
の

よ
う
に
比
較
的
新

し
い
学
校
施

設
を
閉

鎖
す
る
の

は
合

理
的

と
は
思

え
な

い
の

か
説
明
い

た
だ

き
た
い
。

・
財
政
状
況

に
つ
い

て
、
昨
年

度
は
黒
字

と
聞
い

て
い

る
が
、
今
後
年

間
２
億

円
も
の

財
源

不
足

と
な
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
う
理
解

す
れ
ば
良
い
の

か
。
併

せ
て
二
小
の
廃
校

で
い

く
ら
経

費
の

節
減

に
な
る
の

か
。

・
現

時
点

で
は
、
具

体
的

に
当

該
校

の
関

係
者

か
ら
意

見
を
聴

取
し
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
生

駒
市

学
校

教
育

の
あ
り
方

検
討

委
員

会
が

実
施

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
多

く
の

ご
意

見
を
い

た
だ

い
て
い

ま
す
。

・
小

中
一

貫
教

育
に
つ
い

て
は
、
全

市
的

に
取

り
組

む
と
と
も
に
、
学

校
再

編
の

際
に
は
施

設
一

体
型

の
小

中
一

貫
校

を
設

置
す
る
こ
と
も
手

法
の

一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い

く
と
い

う
こ
と
を
示

し
て
い

る
も
の

で
あ
り
、
特

定
の

学
校

等
を
想

定
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
令

和
元

年
度

決
算

に
つ
い

て
は
、
平

成
３
０
年

度
決

算
に
引

き
続

き
黒

字
と
な
っ
て
い

ま
す
が

、
社

会
保

障
関

連
経

費
が

毎
年

漸
増

傾
向

で
あ
り
、
少

子
高

齢
化

に
伴

い
市

税
収

入
も
大

き
な
増

収
は
見

込
め
な
い

こ
と
か
ら
、
市

で
は

今
後

５
年

間
で
１
０
億

円
以

上
の

経
常

経
費

の
削

減
を
掲

げ
て
い

ま
す
。
な
お
、
南

第
二

小
の

維
持

管
理

経
費

に
つ

い
て
は
、
人

件
費

を
除

き
、
年

間
約

１
千

万
円

と
な
っ
て
い

ま
す
が

、
一

定
期

間
経

過
後

に
校

舎
の

改
修

な
ど
の

投
資

的
経

費
が

必
要

と
な
り
ま
す
。

学
校

・
幼
稚
園
が
無

く
な
る
と
大
騒
ぎ

す
る
が
、
普
段

は
全

く
の
無
関
心

だ
け
な
ら
良

い
が

、
自

分
た
ち
の

子
ど
も

の
こ
と
で
地
域
住
民
が
活
動

し
て
る
の

に
も
か
か
わ

ら
ず
、
見
向

き
も
し
な
い

。
こ
れ
と
同

様
の

こ
と
が

あ
り
ま
し

た
。
質
疑

で
発
言

さ
れ
た
方

は
普
段

か
ら
関
心

を
持

っ
て
い

る
の

か
。
教

育
委

員
会

・
学

校
側

も
、
普

段
か
ら
の

努
力

・
呼
び

か
け
が
無

か
っ
た
と
思

う
。
今
回
の
件

も
、
お
互
い

に
意
思

疎
通

が
で
き
て
い

な
い

か
ら
、
か
な
り
困

難
を

極
め
る
と
感

じ
た
。
今
の
日
本

で
は
残
念

な
が

ら
当

た
り
前

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
立

場
が

変
わ
る
と
分

断
が

起
こ

る
、
ま
さ
に
そ
れ
だ

と
思

う
。

今
後
行

わ
れ
る
会
議
等

で
も
そ
れ
が

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
感

じ
て
い

る
。

市
教

育
委

員
会

と
し
て
、
地

域
と
と
も
に
あ
る
学

校
を
目

指
し
、
令

和
３
年

度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全

校
に
導

入
予

定
で
あ
り
、
ご
意
見

の
と
お
り
、
今

後
は
地

域
等

に
対

し
て
の

積
極

的
な
情

報
発

信
、
働

き
か
け
が

重
要

で
あ
る
と
考

え
て
い

ま
す
。

13


